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(57)【要約】
　本発明は、自動車の原動機収容部の少なくとも部分的
に閉鎖可能な吸気口の遮断ストリップを、遮断ストリッ
プが吸気口を少なくとも部分的に開いたままにする第１
位置と、遮断ストリップが吸気口を少なくとも部分的に
閉じる第２位置との間で少なくとも調整するための調整
装置に関連する。調整装置は、ハウジング内に位置する
駆動ユニットを備え、駆動ユニットは、モーターおよび
減速段を有するドライブトレインを有する。ドライブト
レインは、ハウジングの外側に面する第１連結手段と、
第１連結手段に対して反対の、ハウジングの外側に面す
る第２連結手段とが設けられた出力軸を備える。連結手
段は、ハウジングの両側において出力軸を遮断ストリッ
プの各組に連結するように、遮断ストリップの第１およ
び第２組の第１および第２連結要素とそれぞれ協働する
ように構成される。



(2) JP 2015-525166 A 2015.9.3

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動車の原動機収容部の少なくとも部分的に閉鎖可能な吸気口の遮断ストリップを、前
記遮断ストリップが前記吸気口を少なくとも部分的に開いたままにする第１位置と、前記
遮断ストリップが前記吸気口を少なくとも部分的に閉じる第２位置との間で少なくとも調
整するための調整装置であって、
　ハウジングと、
　少なくとも前記第１位置および前記第２位置の間で前記遮断ストリップを調整するため
の前記ハウジング内に位置する駆動ユニットであって、前記駆動ユニットは、モーターお
よび減速段を有するドライブトレインを備え、前記ドライブトレインは、前記ハウジング
の外側に面する第１連結手段と、前記第１連結手段に対して反対側の、前記ハウジングの
外側に面する第２連結手段とが設けられた出力軸を備え、前記ハウジングの両側で前記出
力軸が遮断ストリップの第１および第２組それぞれに連結するように、前記第１および第
２連結手段はそれぞれ、遮断ストリップの前記第１および第２組の第１および第２連結要
素それぞれに協働するように構成される、駆動ユニットと
を備える、調整装置。
【請求項２】
　前記第１および前記第２連結手段は、互いに対して略同心に延在する、請求項１に記載
の調整装置。
【請求項３】
　前記ハウジングが、少なくとも第１壁部および前記第１壁部に対して反対側の第２壁部
を備え、前記第１壁部は、第１開口部を備え、かつ前記第２壁部は、第２開口部を備え、
前記出力軸の軸方向から見て前記第１連結手段は、少なくとも部分的に前記第１開口部に
向かって延在し、かつ前記出力軸の軸方向から見て前記第２連結手段は、少なくとも部分
的に前記第２開口部に向かって延在する、請求項１または２に記載の調整装置。
【請求項４】
　前記第１連結手段および前記第２連結手段は、前記出力軸において互いに一体化される
、請求項１～３のいずれか一項に記載の調整装置。
【請求項５】
　前記一体化された第１および第２連結手段が、前記出力軸を通る孔を形成する、請求項
４に記載の調整装置。
【請求項６】
　前記第１および／または前記第２連結手段は、非円形断面を有する、請求項１～５のい
ずれか一項に記載の調整装置。
【請求項７】
　前記ドライブトレインは、複合駆動システムを備える、請求項１～６のいずれか一項に
記載の調整装置。
【請求項８】
　前記複合駆動システムが複合遊星ギアシステムを備える、請求項７に記載の調整装置。
【請求項９】
　自動車の原動機収容部の少なくとも部分的に閉鎖可能な吸気口の遮断ストリップを調整
するための調整システムであって、該調整システムは、請求項１～８のいずれか一項に記
載の調整装置を備え、一側において前記第１連結手段に、および他側において遮断ストリ
ップの第１組に連結するための第１連結要素をさらに備えるとともに、一側において前記
第２連結手段に、および他側において遮断ストリップの第２組に連結するための第２連結
要素を備える、調整システム。
【請求項１０】
　前記第１連結要素は、一側において、前記第１連結手段と連結するため、および他側に
おいて、遮断ストリップの前記第１組と連結するための第１連結軸を備え、かつ、前記第
２連結要素は、一側において前記第２連結手段と連結するため、および他側において、遮
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断ストリップの前記第２組と連結するための第２連結軸を備える、請求項９に記載の調整
システム。
【請求項１１】
　前記第１および／または第２連結軸は、第１壁部および第２壁部それぞれにおける第１
開口部および第２開口部それぞれを通り、前記ハウジングの外側に延在する、請求項１０
に記載の調整システム。
【請求項１２】
　前記第１連結要素および前記第２連結要素は一体化して、前記一体化された第１および
第２連結手段の孔を通り延在する挿入軸を形成する、請求項１０または１１に記載の調整
システム。
【請求項１３】
　請求項１～８のいずれか一項に記載の調整装置、および／または請求項９～１２のいず
れか一項に記載の調整システムが設けられた吸気口。
【請求項１４】
　少なくとも部分的に閉鎖可能な吸気口を有する原動機収容部が設けられた自動車であっ
て、前記吸気口が、請求項１～８のいずれか一項に記載の調整装置、および／または請求
項９～１２のいずれか一項に記載の調整システムを備える、自動車。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動車の原動機収容部の少なくとも部分的に閉鎖可能な吸気口の遮断ストリ
ップを、遮断ストリップが吸気口を少なくとも部分的に開けておく第１位置と、遮断スト
リップが少なくとも部分的に吸気口を閉じる第２位置との間で少なくとも調整するための
調整装置に関連する。
【背景技術】
【０００２】
　自動車には、通常１または複数の吸気開口部を備える吸気口が設けられている。吸気口
は、通常運転中に自動車の原動機を冷却するために使用される。吸気口は、通常原動機の
前の自動車の前部分に位置する。通常、原動機は、例えば水またはオイルなどの冷却剤に
よって冷却されることが可能である。この冷却剤は、例えばラジエータなどの熱交換器に
おいて空気で冷却される。吸気口を通り流れる空気は、冷却剤を介して間接的に原動機を
冷却するために、自動車の原動機の原動機収容部のラジエータに完全に、または部分的に
誘導され得る。開位置および閉位置の間で吸気口が調整されるように原動機収容部の吸気
口を調整可能な設計とすることが知られている。この目的を達成するために、吸気口に、
例えば垂直軸または横軸回りに枢動させて調整することができる例えば、遮断ストリップ
のような調整要素を設けることができる。
【０００３】
　吸気口の閉位置において、車両の空気抵抗は低下し、通常原動機の燃料消費量にとって
有利である。さらに、原動機効率、燃料消費量およびＣＯ２排出量を考慮すると、自動車
の原動機は、一般的に最適動作温度を有し、それは、通常周囲温度より高い。原動機が冷
たい場合、閉じた吸気口は、やはり燃料消費量および／またはＣＯ２排出量にとって有利
である。また、開いた吸気口での運転中、原動機の温度は、最適動作温度以下に下がり得
るため、燃料消費量および／またはＣＯ２排出量は増加する場合がある。また動作温度が
最適動作温度より高い場合、原動機の燃料消費量および／またはＣＯ２排出量は、増加す
る場合がある。
【０００４】
　したがって、調整可能な設計の吸気開口部を作ることは好都合となり得る。この目的を
達成するために、通常吸気口は、駆動ユニットを備える調整装置に連結される。駆動ユニ
ットを用いて、吸気口は、少なくとも部分的に閉じられ、かつ少なくとも部分的に開かれ
ることができる。例えば閉じた吸気口の場合、原動機の動作温度は、高くなりすぎ、吸気
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口は、少なくとも部分的に開かれることができて、再度十分な冷却が提供される。
【０００５】
　例えば、車両の前に吸気口を有する公知の自動車があり、吸気口は、左右の吸気開口部
を有し、その両方には、１組のストリップが設けられる。２組のストリップは、個別の駆
動ユニットによってそれぞれ駆動されることができる。このような個別に駆動されるスト
リップ組の欠点は、例えば、２つの駆動ユニットの出力電力の差異により、および／また
は使用される小さい電気モーターの公差の差異により、２組のストリップを同調して適切
に調整することが難しいということである。ストリップが同調して適切に調整されない場
合、自動車の正面図は、比較的非対称の印象を与えることが起こり得る。これは、好まし
くないものとされるだろう。また、結果として、原動機の冷却は、最適ではなくなるだろ
う。さらに、これにより、吸気開口部の両方が、完全に閉じない、または開かないという
ことが起こり得る。
【０００６】
　また、左右の吸気開口部を有する公知の自動車があり、１組の遮断ストリップが両方の
吸気開口部に設けられ、駆動ユニットは、２組うちの第１組に連結された出力軸を有する
。そして第２組のストリップは、Ｕ字形ブリッジ形状部を介して第１組に連結されている
ため、第１組の調整に追従する。ブリッジ構造を介して接続されたこのようなストリップ
の組の欠点は、例えばブリッジ構造が通常車両のグリルの中間において多くの空間を占め
ることである。結果として、吸気開口部は、比較的遠くに離れてしまう場合があり、ラジ
エータの動作および／または効率には不利になり得る。また、例えば所望されるグリルの
特徴的な設計に関連して、および／またはオドメータなどの機器の配置に関連して、グリ
ルの中間におけるこのようなブリッジ構造のために比較的小さい空間しか利用することが
できない。さらに、このようなブリッジ構造は、比較的複雑であり、かつ故障の影響を受
けやすい。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、上述の欠点の少なくとも１つを解消した調整装置を提供することであ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この目的を達成するために、調整装置には、ハウジングと、少なくとも第１位置および
第２位置の間で遮断ストリップを調整するためのハウジング内に位置する駆動ユニットと
が設けられ、駆動ユニットは、モーターおよび減速段を有するドライブトレインを備え、
ドライブトレインは、出力軸を備え、該出力軸には、ハウジングの外側に面する第１連結
手段と、第１連結手段とは反対の、ハウジングの外側に面する第２連結手段とが設けられ
、ハウジングの両側で出力軸が第１および第２組の遮断ストリップとそれぞれ連結するた
めに、第１および第２連結手段はそれぞれ、第１および第２組の遮断ストリップの第１お
よび第２連結要素とそれぞれ協働するように構成される。
【０００９】
　駆動ユニットのドライブトレインの出力軸にハウジングの外側に面する第１および第２
連結手段を設けることにより、第１および第２連結手段が互いに逆向きであるが、調整装
置の両側の２組のストリップは、単一の調整装置に連結され得る。このように、調整装置
の使用中、２組のストリップは、駆動ユニットによって同調して調整されることが可能で
ある。また、単一の調整装置を使用することにより、設置空間を節約することができるた
め、例えば車のグリルの中間において、他の機器のために比較的大きな空間が残る。さら
に第１組のストリップを第２組のストリップに結合するブリッジの使用を省略することが
できるか、または２つの個別の駆動ユニットを使用する必要がなくなる。これにより空間
を節約することができる。さらに、これは、設計者に対して設計の大きな自由度と大きな
柔軟性を与えることができる。
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【００１０】
　第１および第２連結手段を互いに対して実質的に同心に延在させることにより、実質的
に対称な設計のグリルに比較的単純に適合できる調整装置を得ることができる。さらに、
このような好都合な調整装置は、２組の遮断ストリップに、比較的簡単に同調して連結さ
れることが可能となる。
【００１１】
　ハウジングの対向する壁に開口部を設けることにより、単純な方法で、第１および第２
連結要素は、開口部を通り第１連結手段および第２連結手段に接続されることが可能とな
る。
【００１２】
　好都合に、第１連結手段および第２連結手段は、一体化することができる。例えば、第
１連結手段は、第１ソケットを形成することができ、かつ第２連結手段は、出力軸におけ
る第２ソケットを形成することができる。一体化する場合、第１ソケットおよび第２ソケ
ットは、出力軸において貫通孔を形成することができる。例えば、第１連結手段は、出力
軸に対して実質的に横に延在するスナップフィンガとすることができ、かつ第２連結手段
は、スナップフィンガとすることができる。一体化する場合、第１および第２連結手段は
、両端部にスナップフィンガを有する出力軸を通り延在するピンまたはネジ等とすること
ができる。
【００１３】
　第１連結要素を受容するための第１ソケットを第１連結手段に設け、かつ第２連結要素
を受容するための第２ソケットを第２連結手段に設けることにより、第１および第２ソケ
ットが互いに一体化されて、挿入シャフトなどの一体化した第１および第２連結要素を受
容するための出力軸を通り延在する貫通孔を形成し、調整装置は、比較的簡単に同調して
２組の遮断ストリップと連結されることが可能となる。さらに、このようにして、比較的
容易に構築でき、かつ比較的単純に製造、および組立てることができる調整装置を得るこ
とができる。
【００１４】
　ドライブトレインが複合駆動システムを好都合に備えることにより、調整装置の全体の
高さ－多くの場合、自動車の幅方向に延在する－を比較的低く構成することが可能となる
となるように駆動ユニットが比較的コンパクトな設計で作られるのみならず、出力軸を比
較的ドライブトレインの中心に配置することが可能となり、これは、設計者に対してさら
に自由度の高い設計および柔軟性を与える。
【００１５】
　さらに、比較的コンパクトな方法で複合駆動システムを設けることにより、比較的高い
速度伝達比を達成することができる。結果として、比較的小さい電気モーターを使用する
ことができる。これも、全体寸法を良好なものとすることができる。
【００１６】
　ドライブトレインは、複合駆動システムとして形成されることができることに留意され
たい。あるいは、ドライブトレインは、複合駆動システム、およびさらに他の部品も備え
ることができる。複合駆動システムは、例えば、複合遊星ギアシステム、ハーモニックド
ライブ駆動システム、または複数の遊星を有する遊星ギアシステムを備えることができる
。ドライブトレインの出力軸は、例えば複合駆動システムの出力軸とすることができる、
または複合駆動システムの出力軸を備えることができる。また、ドライブトレインの出力
軸は、例えば遊星ギアシステムの出力軸とすることができるか、または遊星ギアシステム
の出力軸を備えることができる。また、ドライブトレインの出力軸は、複合駆動システム
の出力軸に連結されることができる。
【００１７】
　さらに、本発明は、調整装置が設けられた調整システム、および調整装置が設けられた
吸気口に関連する。
【００１８】
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　さらに、本発明は、モーター収容部が設けられた自動車に関連し、該モーター収容部は
、このような調整装置および／またはこのような調節システムが設けられた少なくとも部
分的に閉鎖可能な吸気口を有する。
【００１９】
　本発明のさらに好都合な実施形態は、従属請求項に記載される。
【００２０】
　本発明は、さらに図面に示す例示的な実施形態に基づいて説明されるだろう。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の態様による部分的に切り取った自動車の透視正面図を示す。
【図２】本発明の態様による調整装置の第１の例示的な実施形態の斜視分解組立図を示す
。
【図３】本発明の態様による調整装置の第２の例示的な実施形態の斜視分解組立図を示す
。
【図４】本発明の態様による調整装置の第３の例示的な実施形態の斜視分解組立図を示す
。
【００２２】
　図面は単に本発明の例示的な実施形態の概略図として示されており、いかなる意味にお
いても限定するものとみなされるべきでではないことに留意されたい。図面において、同
一の、または対応する部品には、同一の、または対応する参照符号を付している。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　図１は、部分的に切り取った自動車３０の透視正面図を示す。自動車３０は、ここでは
、乗用車３０であるが、その代わりに例えばトラック、バス、バン、トラクターまたはキ
ャンピングカーとすることができる。
【００２４】
　車両３０には、少なくとも部分的に閉鎖可能な吸気口３２を有するモーター収容部３１
が設けられる。吸気口３２は、第１吸気開口部３３および第２吸気開口部３４を備える。
吸気口はまた、異なる数の開口部、例えば１つ、４つ、または６つの吸気開口部を備える
ことができることに留意されたい。ここで、第１吸気開口部３３は、左の吸気開口部３３
であり、かつ第２開口部３４は、右の吸気開口部３４である。代替的に、または追加的に
、吸気開口部は、少なくとも部分的に互いの上に配置されることができる。
【００２５】
　第１吸気開口部３３には、遮断ストリップ３５ａ－３５ｃの第１組３５が設けられ、か
つ第２吸気開口部３４には、遮断ストリップ３６ａ－３６ｃの第２組３６が設けられる。
ストリップ３５ａ－３５ｃ、３６ａ－３６ｃは、傾倒可能である。好ましくは、ストリッ
プの組は、各組のストリップが共同で調整可能となるように互いに連結される。両方の組
３５，３６は、３つのストリップ３５ａ－３５ｃ、３６ａ－３６ｃを備えることに留意さ
れたい。あるいは、１つの組はまた、異なる数のストリップ、例えば２つ、４つ、５つ、
６つ、または８つのストリップを備えることができる。組３５，３６はまた、互いに異な
る数のストリップを備えることができることにさらに留意されたい。
【００２６】
　さらに、吸気口３２には、調整装置１が設けられる。ここで、調整装置１は、調整装置
１のハウジング３の両側２４，２５の調整装置１の出力軸２０を遮断ストリップの第１お
よび第２組３５，３６にそれぞれ連結するために、遮断ストリップの第１および第２組３
５，３６の第１および第２連結要素３７，３８とそれぞれ協働するように構成される。
【００２７】
　例えば、第１および／または第２連結要素３７，３８は、各組のストリップの１つの回
転軸によって形成される。あるいは、連結要素は、１または複数の他の部品を備える。し
たがって、図１において、第１および第２連結要素３７，３８の両方は、実質的に細長い
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挿入軸３９によって一体に形成される。挿入軸３９は、調整装置１の出力軸２０に連結さ
れ、かつ調整装置１の第１側２４における第１端部３９ａにおいて突出する。第２端部３
９ｂにおいて、挿入軸３９が調整装置１の第２側２５に突出する。
【００２８】
　連結要素３７，３８は、ストリップの組に直接または間接的に接続されることができる
。ここでは、連結要素は、遮断ストリップに間接的に連結される。実際、挿入軸３９の端
部には、ギアラック３７ｂ，３８ｂと係合するギア３７ａ，３８ａが設けられる。次にギ
アラック３７ｂ，３８ｂは、ストリップの組のそれぞれに再び連結することができる。例
えば、ストリップの回転軸には、ギアラックと係合する歯部が設けられる。あるいは、例
えば、ストリップの突起は、ギアラック３７ｂ，３８ｂの開口部に延在することができ、
かつ開口部は、ストリップ３５ａ－３５ｃ、３６ａ－３６ｃの調整のための４つの棒機構
の回転点を形成することができる。
【００２９】
　あるいは、連結要素３７，３８は、例えばストリップ３５ａ－３５ｃ、３６ａ－３６ｃ
の一体部分とすることができる。
【００３０】
　図２～図４は、それぞれ本発明の態様による調整装置１の第１，第２，および第３の例
示的な実施形態の斜視分解組立図を示す。ここで、調整装置１は、遮断ストリップ３５ａ
－３５ｃ、３６ａ－３６ｃが吸気口３２を少なくとも部分的に開いたままにする第１位置
と、遮断ストリップ３５ａ－３５ｃ、３６ａ－３６ｃが吸気口３２を少なくとも部分的に
閉じる第２位置の間で、自動車３０のモーター収容部３１の少なくとも部分的に閉鎖可能
な吸気口３２の遮断ストリップ３５ａ－３５ｃ、３６ａ－３６ｃを少なくとも調整するよ
う構成される。調整装置１は、ハウジング３を備える。
【００３１】
　さらに、調整装置１は、遮断ストリップ３５ａ－３５ｃ，３６ａ－３６ｃを少なくとも
第１位置および第２位置の間で調整するために、ハウジング３内に位置する駆動ユニット
２を備える。駆動ユニット２は、モーター５および少なくとも１つの減速段を有するドラ
イブトレイン４を備える。好都合に、モーター５は、自動車３０の電力回路と接続される
ことが可能な電気モーター５である。モーター５の他の実施形態も可能である。
【００３２】
　本発明の好ましい実施形態によると、ドライブトレイン４は、複合駆動システム４ａを
備える。ドライブトレイン４は、内歯部および／または外歯部８ａ，９ａ，１０ａ，１１
ｂを設けることができる、多数の協同するホイール６，７，８，９，１０，１１，１８を
好ましく備える。
【００３３】
　図２および図４において、複合駆動システム４ａは、例えばウォームホイール６と、４
つのギアホイール部品８，９，１０，１１を備える複合遊星ギアシステム４ａとを備える
。複合遊星ギアシステム４ａにより、駆動ユニット２は、比較的高い速度伝達比を有する
ことができ、さらに駆動ユニット２を比較的コンパクトなものとすることができる。した
がって調整装置１は、比較的低い全体の高さ１ｈを有することができる。調整装置１が自
動車３０に組み込まれた後、多くの場合全体の高さ１ｈは、自動車３０の幅方向３０ｂに
延在する。
【００３４】
　あるいは、複合駆動システム４ａは、例えばハーモニックドライブシステム、またはい
くつかの遊星を有する遊星ギアシステムを備えることができる。
【００３５】
　ドライブトレイン４は、例えば図２および図４に明らかなように、駆動システム４ａの
出力ホイール１１によって形成されることができる出力軸２０を備える。また、図３に明
らかなように、出力軸２０は、駆動システム４ａの出力軸に連結されたホイール１１によ
って形成されることができる。図２～図４においてドライブトレイン４の出力軸２０は、
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調整されるべきストリップを駆動することができる駆動ホイール１１を形成する。
【００３６】
　出力軸２０には、ハウジング３の外側に面する第１連結手段２２、および第１連結手段
２２に対して反対の、ハウジング３の外側に面する第２連結手段２３が設けられる。ハウ
ジング３の両側２４，２５において出力軸を第１および第２組３５，３６の遮断ストリッ
プそれぞれに連結するために、第１および第２連結手段２２，２３はそれぞれ、遮断スト
リップの各第１および第２組３５，３６の第１および第２連結要素３７，３８とそれぞれ
協働するように構成される。
【００３７】
　好ましくは、連結手段２２，２３は、実質的に細長い。そのうえ、連結手段２２，２３
は、実質的に等しいままである断面積を好ましく有する。
【００３８】
　好ましくは、連結手段２２，２３は、出力軸２０の中心軸２２ｃに実質的に平行に延在
する中心軸を有する。あるいは、出力軸およびストリップの各組の間の連結方法に応じて
、連結手段２２，２３の中心軸は、出力軸２０の中心軸に対して実質的に斜めとすること
ができる。
【００３９】
　図２に示す例示的な実施形態において、第１および第２連結手段２２，２３は、互いに
対して実質的に同心に延在する。したがって、促進され得ることは、ハウジング３の両側
２４，２５において２つの実質的に対称的に設計されたストリップの組３５，３６がそれ
ぞれの連結手段２２，２３に比較的簡単に連結され得るということである。したがって回
避され得ることは、例えば自動車の組み立て中に、２つの組３５，３６のストリップの同
期設定のために比較的多くのステップが要求されるということである。
【００４０】
　最も好ましくは、第１連結手段２２および第２連結手段２３の両方が、出力軸２０に対
して実質的に同心に延在する。すなわち、出力軸２０の中心軸、および２つの連結手段２
２，２３の中央軸が実質的に一致するということである。
【００４１】
　示される例示的な実施形態において、ハウジング３は、少なくとも第１および第２壁部
３ａ，３ｂを備える。第１壁部３ａは、第１開口部２６を備え、および第２壁部３ｂは、
第２開口部２７を備える。第２開口部２７は、第１開口部２６の実質的に反対に配置され
る。出力軸２０の軸方向から見た第１連結手段２２は、少なくとも部分的に第１開口部２
６に向かって延在する。出力軸２０の軸方向から見た第２連結手段２３は、少なくとも部
分的に第２開口部２７に向かって延在する。一方、または両方の連結手段２２，２３は、
ハウジング３の外側に延在することができる。したがって、ストリップの組との連結は、
比較的簡単に行うことができる。
【００４２】
　図２に示す例は、図１に示す調整装置１に対応する調整装置１である。ここで、第１連
結手段２２は、連結要素３９を受容するための第１ソケット２２ａを備える。連結要素、
それによって第１連結要素が第２連結要素と一体化するため、例えば、ソケット２２ａ内
へ挿入することにより連結手段２２と連結され得る挿入軸３９から作られることが可能で
ある。任意に、挿入軸は、例えば接着および／または止めネジなどの他の固定手段を用い
て固定することができる。
【００４３】
　さらに、第２連結手段２３は、挿入軸３９などの連結要素３９を受容するために第２ソ
ケット２３ａを備える。
【００４４】
　図２に示す例において、第１および第２ソケット２２ａ，２３ａは、互いに一体化され
て、挿入軸３９などの連結要素３９を受容するために出力軸２０を通り延在する貫通孔２
８を形成する。調整装置１を自動車３０に設置する間、例えばハウジング３の第１側２４
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において、第１挿入軸３９は、第１ソケット２２ａに挿入されること可能であり、かつ、
ハウジング３の他側２５において、第２挿入軸３９は、第２ソケット２２ｂに挿入される
ことが可能である。あるいは、単一の挿入軸を使用することができ、それは、好ましくハ
ウジング３を通り延在し、かつハウジング３の両側２４，２５で突出する。
【００４５】
　図３に描かれる例において、第１連結手段２２は、遮断ストリップの第１組３５と連結
するために、第１連結軸２２ｂを備える。例えば連結軸２２ｂは、連結軸２２ｂを第１組
３５の第１連結要素３７に挿入することにより、または連結要素３７を連結軸２２ｂにス
ライドさせることにより第１組３５に連結されることができる。
【００４６】
　ここで、第２連結手段２３は、ソケット２３ａを備える。代替的に、または追加的に、
第２連結手段２３は、遮断ストリップの第２組３６を連結するために連結軸２３ｂを備え
ることができる。したがって、図４は、２つの連結軸２２ｂ，２３ｂが設けられた出力軸
２０を有する調整装置１を示す。
【００４７】
　両側において連結手段２２，２３が設けられた出力軸はまた、追加的な連結手段を有す
ることができることに留意されたい。例えば、第１および／または第２連結手段は、二重
設計とすることができる。したがって、突出連結軸２２ｂ，２３ｂとして実現される連結
手段２２，２３には、連結軸２２ｂ，２３ｂに設けられた連結ソケット２２ａ，２３ａを
さらに設けることができる。追加的に、または代替的に、連結軸には最外端部から離れて
延在する追加的な連結軸（図示せず）を設けることができ、最も好ましくは、それはそれ
ぞれの連結軸よりも小さい直径を有する。
【００４８】
　最も好ましくは、第１および／または第２連結軸２２ｂ，２３ｂは、それぞれの壁部３
ａ，３ｂにおけるそれぞれの開口部２６，２７を通りハウジング３の外側へ延在する。し
たがって、ストリップの第１組３５および第２組３６との連結は、比較的簡単に行うこと
ができる。
【００４９】
　示される例において、第１および第２連結手段２２，２３の両方は、非円形断面を有す
る。非円形断面を設けることにより、それぞれの連結手段２２，２３およびストリップの
各組３５，３６の連結要素３７，３８の間に、比較的簡単に、取り外し可能な連結を提供
することができる。
【００５０】
　好ましくは、非円形断面は、連結手段の全長にわたって同じままである。例えば連結軸
２２ｂ，２３ｂを備える場合、連結手段２２，２３は、ハウジング３の外側に面する端部
２２ｂ’，２３ｂ’の方向で先細になることが可能であることに留意されたい。したがっ
て、促進され得ることは、連結手段およびストリップの各組３５，３６の連結要素３７，
３８の間で実質的にあそびがない連結を行うことができるということである。あるいは、
例えば連結ソケット２２ａ，２３ａを備える場合の連結手段２２，２３は、ハウジング３
の外側に面するその端部２２ｂ’，２３ｂ’から内向き方向に、少なくともその長さの一
部分にわたって先細になることが可能である。このように、例えば、挿入軸の挿入を比較
的簡単に行うことができるように、ソケットの位置決め入口を設けることができ、さらに
ソケット内に挿入されると、挿入軸は、実質的にあそび無しで締め付けられ得る。
【００５１】
　示される例における連結手段２２，２３の非円形断面は、実質的に多角形断面を有する
。したがって、図３における連結軸２２ｂは、星形断面を有することがわかる。断面は、
等辺多角形または星の形を有することができる。したがって、断面は、例えば略等辺およ
び等角三角形、正方形、六角形、または八角形、または３点、４点、５点、６点、８点、
１０点、または１２点の星とすることができる。あるいは、非円形断面は、異なる形を有
することができ、例えば断面を、例えば長方形または楕円など実質的に細長くすることが
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【００５２】
　本発明は、ここに示される例示的な実施形態に限定されない。調整装置１は、複合駆動
システム４ａを備えるドライブトレイン４に基づいて説明され、この例示的な実施形態に
おいて、複合駆動システムは、遊星ギアシステムを備えるが、別の方法としては、駆動シ
ステム４ａは、いくつかの遊星を有する遊星ギアシステム、またはハーモニックドライブ
駆動システムを備えることができる。多くの変形例が可能であり、それは、当業者にとっ
て明らかである。したがって、調整装置１は、例えば、様々な部品１０ｂ－１０ｄ，１４
，１５，１７，１９が調整装置のハウジング３内に配置されるフェールセーフ構造１６を
備えることができる。このような変形例は、特許請求の範囲内であると理解される。
【符号の説明】
【００５３】
　１　調整装置
　２　駆動ユニット
　３　ハウジング
　４　複合駆動システム
　５　モーター
　６，７，８，９，１０，１１，１８　ホイール
　１１　出力ホイール
　２０　出力軸
　２２　第１連結手段
　２３　第２連結手段
　２４　第１側
　２５　第２側
　２６，２７　開口部
　２８　貫通孔
　３０　自動車
　３１　モーター収容部
　３２　吸気口
　３３　第１吸気開口部
　３４　第２吸気開口部
　３５，３６　遮断ストリップ
　３７　第１連結要素
　３８　第２連結要素
　３９　挿入軸



(11) JP 2015-525166 A 2015.9.3

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(12) JP 2015-525166 A 2015.9.3

10

20

30

40

【国際調査報告】



(13) JP 2015-525166 A 2015.9.3

10

20

30

40



(14) JP 2015-525166 A 2015.9.3

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,TJ,T
M),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,R
S,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,
BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,H
R,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI
,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,
US,UZ,VC

(72)発明者  スティーヴン・アレクサンダー・ジョージ・グスタヴォ・ブーム
            オランダ・３４４７・ヘーカー・ウールデン・ポンプモレンラーン・２９・エムシーアイ（ミラー
            　コントロールズ　インターナショナル）ネザーランド　ベー．フェー内
(72)発明者  エリック・アルフレッド・シメオン・ドゥ・フリース
            オランダ・３４４７・ヘーカー・ウールデン・ポンプモレンラーン・２９・エムシーアイ（ミラー
            　コントロールズ　インターナショナル）ネザーランド　ベー．フェー内
Ｆターム(参考) 3D038 AA06  AB01  AC01  AC11  AC16  AC17 
　　　　 　　  3J027 FA36  FB02  GB03  GC06  GC22  GD04  GD08  GD12 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

